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目的： 

エコチル調査のデータを用い、妊娠前 BMI（Body Mass Index：体格指数）、妊娠中の体重増加量と生後 6 ヶ月までの母乳育児継

続との関連を明らかにすることを目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査に参加する 82,129 人のデータを用いて解析を行った。妊娠前 BMI により、やせ（18.5 未満）、正常（18.5 以上 25.0 未

満）、肥満 1 度（25.0 以上 30.0 未満）の 3 群に分け、日本産科婦人科学会の基準により、妊娠中の体重増加が不十分、適正、過

剰の 3 群に分け、6 ヶ月までの母乳育児継続（産後 6 ヵ月間の授乳継続は、次の 3 つのパターンに分類した： EBF（授乳のみ）、

非 EBF-I 型（6 ヵ月間の粉ミルクによる授乳）、非 EBF-II 型（6 ヵ月未満の授乳））との関連について検討した。妊娠前 BMI が正常

かつ、妊娠中体重増加量が適正群を基準としてオッズ比および 95％信頼区間を算出した。 

 

結果： 

妊娠前 BMI は、やせ 16.6％、正常 75.3％、肥満 1 度 8.1％であり、EBF の継続割合は、それぞれ 37.1％、37.2％、26.8％であっ

た。妊娠前に BMI がやせの集団では、妊娠中の体重増加量が不足および過剰群で、非 EBF-II 型のオッズ比が、有意に高かっ

た。妊娠前の BMI が正常体重の女性では、妊娠中の体重増加量が不足群と過剰群で、非 EBF-II 型のオッズ比が有意に高かっ

た。また、BMI が過体重の女性では、妊娠中の体重増加量に関係なく、非 EBF-I 型および II 型のオッズ比が高かった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

妊娠前 BMI および妊娠中の体重増加量は、完全母乳育児と関連する要因であることが示唆された。本研究の限界として、妊娠

前体重は自己申告に基づいており、正確でない可能性がある点、母乳育児については、6 ヶ月時点での質問票に基づき情報収

集を行っているため、生後からの母乳育児継続の情報が正確でない可能性がある点がある。 

 

結論： 

BMI の「やせ」および「正常」の母親は、妊娠中体重増加量を適正にすることが、6 ヶ月までの母乳育児継続の観点から望ましい

可能性があります。 

 


